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会議開催日時 平成 29 年 5 月 24 日（水）18：30～19：20 

開催場所 東京千住キャンパス 1 号館 2 階校友会会議室  

参加者 

（順不同） 

相原 浩一、山本 隆洋、小島 一記、福嶋 邦夫、野村 章次、 

平山 文雄、早水 俊樹、土佐 壯一、野島 謙之助、濱田 剛、 

佐藤 達則、小川 謙一、前田 治、 三井 和幸、本橋 光也、 

本間 章彦、北村 要、 加藤 綾子、鈴木 迪子、大舘 昌男、 

沖津 進一、田中 宏、 福澤 智、 坂田 一也、倉田 昇、 

米田 守重、江頭 勇、 吉田 憲司、下村 潤一    計（29 名）                                              

配布資料 1.大学同窓会 H29 年度 幹事会レジュメ 

2.2017/4/22 開催大学同窓会総会の参加者数 

3.事業委員会議事録 

議事内容 議事進行：福澤 智    記録者：下村 潤一 

 

０．相原会長挨拶 

・相原会長より「新会長となり、その責任を痛感していますが、世代を超えた会員各位の 

コミュニケーションを大切にし、時にはユーモアのセンスで活動を推進したいと思います。 

幹事各位においては、より活発な同窓会活動へさらなるご協力をお願いすると共に、幹事 

として同窓会に何ができるかを考えて活動して頂ければと思います」と挨拶があった。 

 

１．議事録確認、幹事会出欠表報告、他             ＜福澤総務委員長＞ 

(1)H28 年度第 6 回議事録（4/19 幹事会）の確認 

・既に開催通知を送信した際に添付されていたH28 年度第 6 回議事録の説明があり承認さ

れた。 

 

 (2)役員・委員長連絡会（小島副会長） 

・次の通りH29 年度第 1 回役員・委員長連絡会を開催したことが報告された。 

 開催日時：5/17  18：30–21:30 

 参加者(12 名)：相原、山本、松﨑、福嶋、松本、福澤、大野、相川、早水、坂田、 

小川、小島、土佐、加藤 

 

２．地方支部、各同窓会関連の活動報告（3/22 幹事会以後）      ＜相原会長＞ 

 ・次の通り校友会地方支部、各同窓会関連の活動に参加したことが報告された 

5/13(土)神奈川県支部総会(相原会長) 新支部長に、平山文雄氏(大学同窓会幹事)が就任 

    埼玉県支部総会(松﨑副会長) 

5/14(日)大学・合同体育祭開催(相原会長) 埼玉鳩山キャンパスで実施 

東京電機大学同窓会  
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 2 

5/20(土)中学・高等学校同窓会総会(相原会長) 新会長に、副会長の川村登志一氏が就任 

6/3(土)校友会社員総会 代議員が参加予定。当日、大学との懇談会、全国支部長会も開催 

 

３．特別講演会、総会、合同懇親会の総括と課題の洗い出し 

各委員会より特別講演会、総会、合同懇親会の総括と課題が報告された。 

 

(1) 事業委員会                       ＜早水事業委員長＞ 

役割分担とタイムスケジュール、式次第、プレゼン資料(特別講演会、総会、合同懇親会)、

電機学校と共同開催の懇親会開催についての総括と課題が報告された。 

参加人数は、特別講演会 214 名、総会 193 名、合同懇親会 258 名。 

=>定時総会への参加者を増やすための取組が必要。例えば、前年度参加者には事前に電

子メールで案内を出す という提案が出された。 

 

(2) 広報委員会                      ＜加藤広報副委員長＞ 

特別講演会、総会、懇親会の広報、サイネージ準備と実施、Web参加申し込みについての

総括と課題が報告された。 

 

(3) 在学会員支援委員会               ＜小川在学会員支援副委員長＞ 

同窓会賞の表彰式、学生プレゼンの総括と課題が報告された。 

 

(4) 総務委員会                        ＜福澤総務委員長＞ 

総会への幹事の出欠確認(30 名参加)、幹事用の軽食とお茶の手配、総会議事録について

の総括と課題が報告された。 

 

(5) 小島副会長 

総会資料は同窓会ホームページに掲載済みと報告された。 

 

４．年間日程(案)                        ＜福澤総務委員長＞ 

 

(1) 土曜同時開催について 

年 2 回程度、連絡会と幹事会を同時開催する事が承認された。 

連絡会 2 回：07/29 3 回：09/13 4 回：11/22 5 回：01/20 6 回：03/07 7 回：04/11 

幹事会 2 回：07/29 3 回：09/20       4 回：01/20 5 回：03/14 7 回：04/18 

 

(2) OB交歓会 ①千葉ＮＴ：10/07 ②埼玉鳩山：11/3  ※秋葉祭：10/7-10/8 

(3) ホームカミング ①東京千住：11/04 ②埼玉鳩山：11/3 ※旭祭：11/4-11/5 

(4) 理工開設 40 周年 11/03     ※鳩山祭 11/3-11/5 

(5) 校外研修会 12/02～03(案) 

(6) 仕事研究セミナー 2/10(案) 

(7) 総会 4/21(案) 
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５．新年度に向けて 

新年度に向けて各委員会から報告があった。 

(1)事業委員会                       ＜早水事業委員長＞ 

配布資料 3.事業委員会議事録 に基づき、今年度活動方針等が報告された。 

  (事業委員会議事録-H29 第１回は、別途ホームページに掲載) 

  1) 全員参加(全員担当)体制で進める。 

  2) 事業委員会メンバ自ら楽しんで活動に参画でき、 

また、総会等への一般参加者にも楽しんで頂けるよう努める。 

 

(2)広報委員会                      ＜加藤広報副委員長＞ 

別紙.１「平成 29 年度 広報委員会 活動方針」に基づき、今年度活動方針が報告された。 

 

(3)在学会員支援委員会               ＜小川在学会員支援副委員長＞ 

今年度も下記方針にて活動していくことが報告された。 

   1)優秀活動団体表彰：活動の活発な個人、グループの支援 

   丹羽賞、同窓会奨励賞 

 => 千住、鳩山、千葉の学園祭に合わせて表彰 

     （学園祭パンフレットに掲載） 

2)イベント支援：クラブ活動などの活動支援 

     顕著な結果を収めた個人、グループに運用資金の援助 

                  => 同窓会総会にて表彰 

 

(4)総務委員会                      ＜福澤総務委員長＞ 

  まずは総務委員会としての本務である、「幹事会のより効率的で円滑な運営」を今年度も 

目指していきたい。具体的なテーマは下記。 

・幹事会データの一元管理   => ほぼ整備済み => 総務委員会での共有 

・各種出欠確認の効率化    => 無料Webサービス等の活用 

・議事録作成の簡素化と効率化 => 報告者データを活用した議事録作成 

また、数年前より担当している旭祭での似顔絵コーナーも好評なので、今後も継続して実

施していきたい。と報告された。 

 

その中で、幹事会の参加メンバーが、相互に所属、名前等を確認することができるよう名札

の着用が提案された。 

 

６．次回幹事会(全員) 

以下の通り、開催することを確認した。 

 

  日時 7 月 29 日(土) 連絡会：13 時～15 時 幹事会：幹事会 15 時～17 時 

  場所 東京千住キャンパス 1 号館 2 階 校友会会議室 

           以上 
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別紙.1 

平成 29 年度 広報委員会 活動方針 

2017 年 5 月 24 日（水）  

 

平成 28 年度の活動総括  と  平成 29 年度の活動方針  

1. ホームページ  & Facebook の維持・管理  

① 「クラス会・OB 会・縦の会活動報告」の掲載  

② 「幹事会・各委員会議事録」の掲載  

③ 「各種行事」の告知  

i. 総会  

ii. OB 交歓会＠学園祭  

④ 他組織との交流  

i. 「千葉県支部だより」への投稿依頼を掲載（ホームページ  & Facebook）  

ii. 「鳩山祭での写真コンテスト」の掲載（Facebook）  

iii. 「三菱電機会で活躍する電機大学卒業生の近況報告」の掲載（Facebook）  

iv. 学園祭のステージでの丹羽賞等表彰式の速報（Facebook）  

v. TE 縦の会の開催報告（Facebook）  

vi. 校友会社員総会の開催報告（Facebook）  

vii. 大学入学式の報告（Facebook）  

2. 連絡方法（メーリングリスト）  

① メーリングリストの管理運営を総務に移譲。広報委員会は IT 担当としてサポートする

体制とした。  

3. 平成 29 年度の活動方針  

① ホームページ  

i. 年間行事に対応した記事等を維持・運用を行う。  

ii. 新たな試みとして、同窓会運営を効率的に継続・運用するために、作成途中の資料、

資料作成のための参考資料等をクラウドの利用により幹事間で共有・保管する環境

を構築する。  

② Facebook 

i. 同窓会の活動と関連する種々の行事について、写真と文章で同窓会の会員へタイム

リーに公開する。  

 

以上  


